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代
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子
供
の
こ
ろ
の
〝
ギ
モ
ン
〟

　

４
月
14
日
の
東
光
苑
春
季
大
祭
に
は
、
教
主
さ
ま
が
ご
臨
席
に
な
ら
れ
、

４
０
０
人
ほ
ど
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
教
区
の
各
機
関
か
ら
も
、
大
勢

の
方
が
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

教
主
さ
ま
に
ご
面
会
を
賜
り
、
天
国
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
と
て
も
あ

り
が
た
い
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
近
所
に
住
み
、
支
部
月
次
祭
な
ど
に
参
拝
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、

一
般
の
ご
夫
婦
の
方
が
、
こ
の
度
参
拝
さ
れ
て
、
一
緒
に
ご
面
会
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
大
変
喜
ん
で
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
信
仰
一
世
で
、
子
供
の
こ
ろ
に
〝
何
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の

だ
ろ
う
。
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
〟
と
い
う
気
持
ち
の
中
で
、
少
年
青

年
時
代
を
答
え
に
出
合
う
こ
と
な
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
見
つ
か

る
ま
で
の
間
は
、
体
を
鍛
え
て
お
こ
う
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

30
歳
ご
ろ
に
は
仕
事
や
私
生
活
で
う
ま
く
い
か
な
い
時
期
が
あ
り
、
そ
の

時
に
、
母
親
が
近
所
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
本
が
テ
レ
ビ
の
上
に
置
か
れ
て

あ
り
ま
し
た
。
真
新
し
い
本
は
『
大
本
』
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
読
ん
だ

時
に
忘
れ
て
い
た
子
供
の
こ
ろ
の
〝
ギ
モ
ン
〟
を
思
い
出
し
た
の
は
当
然
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
近
所
の
方
の
家
を
訪
れ
〝
大
本
〟
と
い
う
所
は
ど

う
い
う
所
で
す
か
と
聞
い
た
時
に
、「
私
は
説
明
で
き
な
い
か
ら
」
と
聖
地
を

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

聖
地
へ
行
き
、
一
週
間
の
修
行
を
受
講
し
ま
し
た
。
３
日
目
の
亀
岡
で
行

わ
れ
た
月
次
祭
の
祭
典
を
見
て
い
る
と
自
分
で
も
説
明
が
つ
か
な
い
涙
が
ボ

タ
ボ
タ
と
落
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
涙
の
中
に
〝
ほ
ん
も
の
だ
〟
と
い

う
気
持
ち
が
生
じ
、
修
行
修
了
と
同
時
に
入
信
を
決
め
ま
し
た
。

　

入
信
後
は
、
亀
岡
市
内
で
二
年
ほ
ど
働
き
、
両
聖
地
に
た
び
た
び
通
っ
て
、

い
ろ
ん
な
先
生
に
大
本
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
実
家
に
帰
り
支
部
で
祭
員
な
ど
を
学
び
、
今
で
は
役
員
に
加

え
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
入
信
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、〝
み
た
ま
み
が
き
〟
が
今

の
自
分
自
身
へ
の
合
言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。



  

６６
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　　講師：塩浜　修講師：塩浜　修（世界連邦国会委員会事務局長）（世界連邦国会委員会事務局長）

一つの世界を目指すために一つの世界を目指すために
〜世 界 連 邦 の 実 現 へ 〜〜 世 界 連 邦 の 実 現 へ 〜

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
６６⺼⺼ 2525 日（火）日（火）19：00 〜19：00 〜

　環境問題など、国家を超えた課題に対応
するには国家を超えた世界連邦が必要です。
世界連邦は国連とどう違うのか、どうやっ
て実現すれば良いのか、民間や国会での世
界連邦運動の状況を交えてお話し致します。
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●　着任あいさつ

　

東
光
苑
春
季
大
祭
は
４
月
14
日
午
前

10
時
30
分
か
ら
、
教
主
さ
ま
ご
臨
席
、

斎
主
・
出
口
眞
人
氏
の
も
と
執
行
さ
れ
、

東
北
・
関
東
教
区
、
新
潟
分
苑
の
信
徒

ら
４
１
５
人
が
参
拝
し
た
。
祭
員
は
各

主
会
祭
務
部
長
ほ
か
有
志
が
、
少
年
祭

員
は
、深
津
日
向
大
さ
ん
（
東
京
主
会
）、

深
津
楽
さ
ん
（
東
京
主
会
）、
小
谷
遼
さ

ん
（
神
奈
川
県
在
住
）。
伶
人
は
二
絃
の

会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
は
志
村

寿
隆
寿
東
京
主
会
長
が
、
東
光
庵
で
は

添
釜
が
開
か
れ
高
野
社
中
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
小
林
龍
雄
大
本
本
部
長
・

人
類
愛
善
会
長
、
斎
主
の
出
口
眞
人
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
能
舞
台
で
は
関
東
教
区
青

年
部
に
よ
る
『
霊
界
物
語
』
役
割
拝
読

「
北
光
開
眼
」（
第
６
巻
第
35
章
）
が
、
ま

教
主
さ
ま
ご
臨
席

一人ひとりにご面会いただいた一人ひとりにご面会いただいた

教主さまご先達『感謝祈願詞』奏上教主さまご先達『感謝祈願詞』奏上

関東教区青年部　役割拝読『北光開眼』関東教区青年部　役割拝読『北光開眼』

二絃の会関東支部　八雲琴『春の調べ』二絃の会関東支部　八雲琴『春の調べ』

東
光
苑
春
季
大
祭
を
執
行

た
、
二
絃
の
会
関
東
支
部
に
よ
る
八

雲
琴
『
春
の
調
べ
』
が
そ
れ
ぞ
れ
奉

納
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
、
教
主
さ
ま
に
は
ご
神
前

で
参
拝
者
と
直
会
を
ご
一
緒
に
さ
れ

た
あ
と
、
小
学
学
生
以
下
の
少
年
少

女
に
お
菓
子
を
手
渡
さ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
教
主
さ
ま
に
は
東
光

庵
へ
ご
入
席
。
そ
の
後
、
苑
内
の
岩

根
竜
神
に
ご
参
拝
。

　

そ
の
後
、
教
主
さ
ま
は
ご
神
前
で
、

参
拝
者
一
人
ひ
と
り
と
の
ご
面
会
を

お
受
け
に
な
り
、
親
し
く
お
声
を
掛

け
ら
れ
た
。

　
ご
面
会
後
、
教
主
さ
ま
は
多
く
の

参
拝
者
の
お
見
送
り
を
受
け
ら
れ
、

午
後
４
時
す
ぎ
、
東
光
苑
を
後
に
さ

れ
た
。

お子様へお菓子を手渡しお子様へお菓子を手渡し

東光庵へご入席東光庵へご入席

ご奉仕ありがとうございました

　この度、東京本部でご奉仕させていただ
くことになりました。出身は兵庫県で、今
春まで大本愛善学苑で1年間学習していまし
た。昨年12月、東光苑月次祭に参拝した折、
東京本部職員と各地域信徒の皆さまが一丸
となってご奉仕に臨む姿に感動いたしまし
た、年齢や立場の隔てがあまりなく、とて
も居心地の良い所だなと思いました。
　今回、このように東京本部でご奉仕ができ
ることになり、大変嬉しくありがたい気持
ちです。大神さま、教主さまのご守護のもと、
皆さまのお役にたてるよう頑張ります。どうぞ
よろしくお願いいたします。


